
（第三種郵便物認可） ２０１２年２月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

専門家がおこたえします

室相 談各 種

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談雇用相談
【日　時】３月15日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎 社労士

法律相談法律相談
【日　時】３月５日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士

わが街 わが地区わが街 わが地区

含
む
提
案
型

の
運
動
を
重

視
す
る
こ
と

な
ど
を
重
点

課
題
と
す
る

２
０
１
２
・

２
０
１
３
年

度
活
動
方
針

を
決
定
し

た
。

　

大
会
で

対
、「
原
発
ゼ
ロ
」
な
ど
国

民
的
課
題
で
協
力
・
共
同
を

広
げ
貢
献
す
る
、
国
民
の
声

よ
り
財
界
や
ア
メ
リ
カ
の
要

求
を
優
先
す
る
野
田
政
権
の

暴
走
を
許
さ
な
い
、
財
源
を

　

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南

部
地
区
は
１
月
29
日
、
兵
庫

県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔
外

科
の
連
利
隆
氏
を
講
師
に
、

「
有
病
者
の
歯
科
医
療
―
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
」
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

71
人
が
参
加
し
た
。

　

連
氏
は
、
免
疫
機
能
の
低

下
に
注
意
が
必
要
な
疾
患
と

し
て
、
糖
尿
病
、
リ
ウ
マ

チ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
、
肝
硬

変
な
ど
を
挙
げ
、
特
に
糖
尿

病
に
関
し
て
は
術
後
感
染
症

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、

術
前
投
薬
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値

６
・
１
％
以
下
の
確
認
が
重

要
で
あ
る
と
し
た
。

　

抗
血
栓
療
法
中
の
患
者
が

抗
血
小
板
薬
・
抗
凝
固
薬
を

服
用
中
の
場
合
、
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
を
例
に
挙
げ
、
抗
凝
固

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
と

し
て
、
Ｉ
Ｎ
Ｒ
値
１
・
２
以

下
を
基
準
に
外
科
処
置
を
行

い
、
２
・
６
以
上
な
ら
病
院

歯
科
に
依
頼
す
べ
き
で
あ
る

と
し
た
。

　

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
日

本
が
先
進
国
の
中
で
唯
一
患

者
数
が
毎
年
増
え
続
け
て
い

る
事
、
特
に
大
阪
で
急
増
し

て
い
る
事
、
厚
労
省
の
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
歯
科
治
療
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
解
説
さ

れ
た
。

　

院
内
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、「
①
す
べ
て
の
患
者
に

対
し
て
、
標
準
的
に
行
う
疾

患
非
特
異
的
な
感
染
予
防
対

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
第
44
回
定
期
大
会
が
１
月

28
、
29
日
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
、
医
療
・
社
会
保
障
の

改
悪
を
許
さ
ず
、
消
費
税
増

税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

　

三
島
地
区
と
北
大
阪
地
区

は
医
科
歯
科
連
携
の
取
り
組

み
を
進
め
よ
う
と
１
月
28

日
、
内
科
医
の
白
川
善
純
氏

（
高
槻
市
）
を
講
師
に
、

た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
口
腔

ケ
ア
は
重
要
で
あ
り
、
口
腔

機
能
を
失
わ
せ
な
い
た
め
に

も
少
し
で
も
口
か
ら
食
べ
る

訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
例
え

一
口
で
も
経
口
摂
取
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
命
の
ワ
ン
ス
プ

　

臨
床
・
学
術
部
は
「
バ
キ

ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
１

月
21
日
、
冨
本
昌
之
副
理
事

長
を
講
師
に
大
阪
市
内
で
開

い
た
（
写
真
）。
ス
タ
ッ
フ

15
人
が
参
加
し
た
。

　

冨
本
氏
は
、「
安
全
な
歯

科
治
療
を
す
る
上
で
バ
キ
ュ

し
い
」
と
激
励
し

た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
日
頃
の
疑
問

が
解
消
で
き
た
」

「
患
者
、
術
者
役

に
な
っ
て
、
注
意

点
が
分
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

ー
ン
」
に
よ
り
肺
炎
は
減
少

す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
医
科
歯

科
連
携
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
分
か
り
や
す
い
シ

ス
テ
ム
や
一
元
化
し
た
窓
口

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
強
調
し
た
。

 

（
茨
木
市
・
永
田
篤
）

ー
ム
技
術
は
重
要
。
水
や
唾

液
の
除
去
の
ほ
か
、
施
術
野

の
確
保
し
、
軟
組
織
を
タ
ー

ビ
ン
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　

実
習
で
は
、
口
腔
内
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
チ
ッ
プ

の
向
き
や
挿
入
角
度
、
禁
忌

部
位
な
ど
を
患
者
・
術
者
・

助
手
役
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
確
認
し
た
。

　

冨
本
氏
は
、「
こ
の
方
法

が
絶
対
と
い
う
バ
キ
ュ
ー
ム

操
作
は
な
い
。
実
習
で
得
た

基
礎
を
柔
軟
に
生
か
し
て
ほ

「
高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
と

口
腔
ケ
ア
」
を
高
槻
市
内
で

開
い
た
。
会
員
ら
25
人
が
参

加
し
た
。

　

要
介
護
高
齢
者
の
死
因
別

死
亡
率
の
１
位
は
肺
炎
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
30
％
が
誤
嚥

性
肺
炎
で
あ
る
。
急
性
期
病

院
で
は
口
腔
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
く
、む
せ
た
り
、

誤
嚥
し
た
り
す
る
と
、
胃
瘻

造
設
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

白
川
氏
は
、
介
護
老
人
保

健
施
設
で
の
診
療
経
験
を
基

に
、「
胃
瘻
を
し
て
も
誤
嚥
性

肺
炎
は
減
ら
な
い
」と
指
摘
。

口
か
ら
食
べ
な
け
れ
ば
口
腔

機
能
の
低
下
が
起
き
、
嚥
下

体
操
も
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
口
腔
ケ

ア
も
不
十
分
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。非
経
口
栄
養
の
場
合
、

唾
液
の
分
泌
減
少
に
よ
っ

て
、
口
蓋
の
上
皮
残
渣
や
舌

苔
の
残
存
が
起
こ
り
や
す

く
、
細
菌
の
不
顕
性
誤
嚥
で

肺
炎
を
発
症
す
る
と
解
説
し

策
②
汗
を
除
く
す
べ
て
の
血

液
・
体
液
・
分
泌
物
・
排
泄

物
・
傷
の
あ
る
皮
膚
・
粘
膜

は
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
し
て
扱
う
」
と
定
義
づ

け
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ

コ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
や
実

践
方
法
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ

た
。

 

（
平
野
区
・
安
積
中
）

注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
述
べ
た
。

　

北
河
内
地
区
で
は
今
後
も

継
続
し
て
医
科
歯
科
連
携
講

習
会
を
開
催
し
て
い
く
。

　

北
河
内
地
区
は
、
医
科
歯

科
連
携
講
習
会
の
第
一
弾
と

し
て
「
病
気
を
も
っ
た
患
者

の
歯
科
治
療
―
血
液
疾
患
と

膠
原
病
」
を
１
月
29
日
、
Ｏ

Ｍ
Ｍ
ビ
ル
で
開
い
た
。
北
原

医
院
院
長
で
医
科
協
会
理
事

の
井
上
美
佐
氏
（
守
口
市
）

が
講
演
し
、
会
員
13
人
が
参

加
し
た
。

　

井
上
氏
は
、
赤
血
球
の
異

常
や
白
血
球
の
異
常
な
ど
の

血
液
疾
患
、
膠
原
病
の
具
体

例
な
ど
を
図
を
交
え
な
が
ら

解
説
し
た
。
ま
た
、
膠
原
病

で
は
肝
・
腎
・
心
疾
患
な
ど

の
臓
器
障
害
が
あ
る
こ
と
が

多
く
、
歯
科
治
療
薬
に
際
し

て
は
主
治
医
と
連
携
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
ビ
ス
フ
ォ

（
大
阪
医
科
推
薦
）、
副
会

長
に
山
上
紘
志
氏
（
大
阪
歯

科
推
薦
）
ら
９
人
、
理
事
に

寺
嶋
洋
幸
氏
（
同
）
ら
40
人

を
選
出
し
た
。

歯
科
会
員
増
加
数

全
国
２
位
で
表
彰

　

昨
年
の
歯
科
開
業
医
会
員

増
加
数
が
全
国
２
位
だ
っ
た

大
阪
歯
科
協
会
は
、
住
江
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
貴
島
代

表
が
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。

　

大
会
に
は
執
行
部
、
代

表
、
事
務
局
ら
３
３
５
人
が

参
加
、
野
田
佳
彦
民
主
党
代

表
は
じ
め
国
会
議
員
１
２
０

人
、
日
本
歯
科
医
師
会
長
・

大
久
保
満
夫
氏
な
ど
33
団
体

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。

は
、
大
阪
歯
科
の
代
表
４
人

が
、「
広
が
り
を
見
せ
る
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪

連
絡
会
」（
戸
井
逸
美
代

表
）、「
こ
の
時
機
を
逃
す
こ

と
な
く
休
保
の
募
集
を
再
開

さ
せ
よ
う
」（
貴
島
正
彦
代

表
）、「
医
科
歯
科
連
携
の
共

同
研
究
―
糖
尿
病
と
歯
周
病

の
推
進
」（
伊
津
進
弘
代

表
）、「
大
阪
府
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
自
治
体
へ
の
運

動
」（
小
澤
力
代
表
）
で
発

言
、
方
針
案
を
豊
か
に
し

た
。

　

２
年
に
１
回
の
役
員
改
選

で
、
会
長
に
住
江
憲
勇
氏

ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
剤
な
ど
医
科

で
の
治
療
薬
と
歯
科
治
療
上

保 団 連
定期大会 医科歯科連携をめざし医科歯科連携をめざし

府下各地で講習会開く府下各地で講習会開く12
・
13
年
度
方
針
決
め
る

有
病
者
歯
科
に
71
人
参
加

誤
嚥
性
肺
炎
と
口
腔
ケ
ア

膠
原
病
患
者
の
対
応
法

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南
部
地
区

三
島
・
北
大
阪
地
区

北
河
内
地
区

副
会
長
に
山
上
氏（
協
会
副

理
事
長

）が
３
選

バキューム操作で実習

臨床・学術部

歯科会員増加数全国２位で表彰を
受ける貴島正彦氏（右）と住江憲勇
氏＝１月28日、東京都内　　　　


